
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
で
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
も
分
か
る
？

 
 

 

福
島
県
水
産
課

福
島
県
水
産
課
の
担
当

者
は
「
県
と
し
て
は
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
の
測
定
は
し
て

い
な
い
。
セ
シ
ウ
ム
の
測
定

で
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。
」

と
答
え
ま
し
た
。「
違
っ
た

元
素
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
で

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
濃
度

が
わ
か
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
」
と
再
質
問
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
に
は
答
え
ず
、

「
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
分

析
は
農
水
省
で
や
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
答

え
ま
し
た
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
測
定
は

難
し
い 

 

農
水
省

農
水
省
の
消
費
者
相
談
に

電
話
し
て
聞
き
ま
し
た
。

農
水
省
の
担
当
者
も
「
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
と
セ
シ
ウ

ム
の
割
合
基
準
が
あ
り
、
そ

れ
で
対
応
し
て
い
る
。」
と

答
え
ま
し
た
。
私
た
ち
が
そ

れ
は
お
か
し
い
と
再
質
問

す
る
と
、
「
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
の
測
定
は
時
間
が
か
か

る
の
で
測
定
し
て
い
な
い
」

と
答
え
、
測
定
の
困
難
さ
を

理
由
に
上
げ
ま
し
た
。

「
現
に
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
を
含
む
汚
染
水
が
一
リ

ッ
ト
ル
あ
た
り
五
〇
〇
万

ベ
ク
レ
ル
も
海
洋
へ
出
て

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

  ２月 １４日

第１３７号  
編集事務局 S.Oshida

   ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636                                                    

三陸の海を放射能から守る                    

岩手の会                               

郵便振替  02240-5-102650  

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                          

《まった再処理分庫》                   
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                              

止まることのないストロ

ンチウム 90の濃度上昇

敷地内観測井戸
２号機傍・海まで４０㍍

〇２０１３年１２月

210 万ベクレル／㍑
(時事ドットコム)

〇２０１４年１月

１６日 270 万 Bq/㍑

２１日 310 万 Bq/㍑

（福島民報 2014.1.23）

〇再測定で

５００万 Bｑ/㍑

東電は昨年７月５日採取

の観測用井戸水を再測定し、

ストロンウム 90の濃度は 90

万 BQ/㍑ではなく500万 Bq/

㍑と訂正。

（朝日新聞 2014.2.7）

試験操業予定のいわき

地区の船引き網漁海域

試験操業予定の相馬双葉

地区の船引き網漁海域

←全面

禁漁区域

福
島
県
漁
連
は
一
月
二
四
日
、
い
わ
き
市
で
県
下
漁
協
組
合
長

会
を
開
き
、
三
月
か
ら
震
災
後
初
め
て
と
な
る
い
わ
き
沿
岸
の
試

験
操
業
を
イ
シ
カ
ワ
シ
ラ
ウ
オ
、
コ
ウ
ナ
ゴ
を
対
象
に
開
始
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
試
験
操
業
は
こ
れ
ま
で
、
水
深
が
一
三
五

メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
沖
合
海
域
で
底
引
き
網
漁
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
沿
岸
海
域
に
つ
い
て
は
汚
染
水
問
題
を
受
け
て
見
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
漏
洩
が
止
ま
ら
な
い
汚
染
水
に
は
非
常
に
毒
性

の
強
い
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
市
場
に
汚
染

さ
れ
た
魚
が
出
回
る
危
険
が
増
大
し
て
い
ま
す
。「
岩
手
の
会
」
が
、

関
係
機
関
に
電
話
を
か
け
て
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
に
よ
る
健
康

被
害
防
護
の
体
制
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
測
定
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

地図は「福島民友」２０１４年１月２５日号より

ストロンチウム９０の放出量

昨年８月３００㌧漏洩 ３０兆ベクレル

福島原発事故大気放出 １４０兆ベクレル

広島原爆 ５８兆ベクレル

「美浜の会・汚染水漏洩国際署名りーフ」

http://www.jca.apc.org/mihama/fukushima/leaf



い
る
状
況
に
あ
る
。
水
産
物

の
濃
度
を
厳
密
に
分
析
し

公
開
し
た
上
で
試
験
操
業

の
是
非
を
判
断
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
要
請
し
ま

し
た
。

《
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
食

品
基
準
》
が
な
い

こ
の
あ
と
内
閣
府
食
品

安
全
委
員
会
や
水
産
庁
に

も
電
話
し
ま
し
た
。
驚
い
た

こ
と
に
ど
の
機
関
も
「
セ
シ

ウ
ム
の
基
準
に
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
の
リ
ス
ク
が
配
慮

さ
れ
設
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
問
題
な
い
」
と
、
最
初
に

答
え
ま
し
た
。
セ
シ
ウ
ム
と

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
濃
度

割
合
が
一
定
し
て
い
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
異
な
る

元
素
同
士
で
あ
り
成
り
立

ち
え
な
い
理
屈
で
、
国
の
誠

意
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
す
。

国
の
指
導
は
、
魚
の
セ
シ

ウ
ム
濃
度
を
調
べ
百
ベ
ク

レ
ル/

ｋ
ｇ

以
上
が
一
地
点

だ
け
で
あ
れ
ば
操
業
自
粛
、

複
数
地
点
で
あ
れ
ば
出
荷

制
限
と
い
う
指
示
で
す
。
し

か
し
現
に
汚
染
水
か
ら
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
が
高

濃
度
で
検
出
さ
れ
、
海
藻
や

小
魚
類
か
ら
も
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
検
出
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
政
府
は
国
民
を
守

る
立
場
か
ら
早
急
に
検
討

す
べ
き
で
す
。
私
た
ち
は
政

府
に
対
し
て
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
対
策
を
急
ぐ
よ

う
要
請
す
る
予
定
で
す
。

コ
ラ
ム

水
メ
ガ
ネ

太
平
洋
の
向
こ
う
か
ら
の
声

一
昨
年
夏
来
日
し
、
福
島

原
発
４
号
炉
プ
ー
ル
の
崩
壊

の
危
険
を
警
告
す
る
講
演
を

行
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力

工
学
技
術
者
ア
ー
ニ
ー
・
ガ

ン
ダ
ー
セ
ン
さ
ん
に
ア
メ
リ

カ
在
住
の
友
人
を
通
じ
て
質

問
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ

の
友
人
は
岩
手
育
ち
で
バ
ー

モ
ン
ト
に
住
ん
で
い
る
方
だ
。

◆
一
つ
目
の
質
問
と
し
て

「
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル

で
事
故
が
起
き
ジ
ル
コ
ニ
ウ

ム
火
災
が
発
生
す
る
と
水
で

は
消
せ
な
く
な
る
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
に
は
特
別
の
消
火

剤
が
あ
る
と
い
う
が
そ
れ
は

何
か
」
と
お
聞
き
し
た
。
友

人
は
メ
ー
ル
で
、
ア
メ
リ
カ

で
は
『
Ｄ
ク
ラ
ス
消
火
剤
』

と
い
う
、
可
燃
性
金
属
火
災

対
策
用
に
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
で
金
属
の
表
面
を
覆
い

熱
を
吸
収
す
る
消
火
剤
が
市

販
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
く

れ
た
。
な
ら
ば
日
本
で
も
各

地
の
全
て
の
使
用
済
み
核
燃

料
プ
ー
ル
で
万
一
に
備
え
て

設
置
し
て
置
く
べ
き
だ
と
思

っ
た
。
◆
そ
し
て
次
に
「
現

在
４
号
炉
で
は
使
用
済
み
核

燃
料
の
取
り
出
し
作
業
が
慎

重
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
万

一
の
緊
急
事
態
に
備
え
周
辺

住
民
の
避
難
を
考
え
る
べ
き

第
一
四
回
福
島
県
「
県
民

健
康
管
理
調
査
」
検
討
委
員

会
が
、
二
月
六
日
開
催
さ
れ
、

昨
年
一
二
月
末
日
ま
で
の

検
査
で
「
甲
状
腺
が
ん
あ
る

い
は
疑
い
の
あ
る
人
が
七

四
人
」
と
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
検
査
は
、
福
島
原
発
事

故
時
に
一
八
歳
以
下
で
あ

っ
た
三
三
万
人
の
県
民
を

対
象
に
、
平
成
二
三
年
度
は

浜
通
り
の
約
四
万
一
千
人
、

二
四
年
度
は
福
島
市
な
ど

で
な
い
か
？
」
と
聞
い
た
。

そ
れ
に
対
し
ガ
ン
ダ
ー
セ
ン

さ
ん
は
、「
そ
う
で
な
く
て
も

現
在
の
状
況
は
、
人
が
住
ん

で
い
け
な
い
と
こ
ろ
に
人
が

住
ん
で
い
る
」「
今
、
心
配
し

て
い
る
の
は
、
汚
染
水
問
題
、

特
に
も
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

だ
」
と
語
り
「
太
平
洋
の
魚

の
生
体
濃
縮
も
ま
す
ま
す
深

刻
に
な
る
」
と
話
し
て
お
ら

れ
た
と
い
う
。
◆
私
た
ち
は

主
要
官
庁
に
電
話
で
実
情
を

聞
い
た
が
、
日
本
の
農
林
水

産
省
も
福
島
県
当
局
も
、
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の
測
定

さ
え
不
十
分
で
防
護
の
体
制

は
整
っ
て
い
な
い
。
海
の
向

こ
う
の
心
あ
る
科
学
者
の
声

を
素
直
に
聞
く
べ
き
だ
（
尚
）

約
一
四
万
人
、
二
五
年
度
は

い
わ
き
市
な
ど
約
八
万
八

千
人
に
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。

同
会
議
で
配
布
さ
れ
た

資
料
の
「
甲
状
腺
検
査
実
施

状
況
」
に
つ
い
て
で
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
受
診
者
総

計
は
二
六
万
九
三
五
四
人
。

う
ち
二
五
万
四
二
八
〇
人

の
結
果
が
判
定
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
嚢
胞
や
結
節
の
大

き
さ
か
ら
二
次
検
査
の
対

象
と
さ
れ
た
人
は
一
七
九

六
人
。
こ
の
二
次
検
査
の
人

の
中
で
悪
性
あ
る
い
は
悪

性
の
疑
い
で
細
胞
診
を
行

っ
た
人
は
次
の
と
お
り
。

七
五
人
の
現
在
の
年
齢
は

八
歳
～
二
一
歳
で
、
平
均
年

齢
は
一
六
・
九
歳
。
平
均
腫

瘍
径
は
一
四
・
三
㍉
㍍
。

＊
こ
の
二
三
年
度
調
査
地
域

の
一
一
人
は
、
手
術
の
結
果
、

九
人
が
甲
状
腺
乳
頭
が
ん
、
一

人
は
低
分
化
が
ん
の
疑
い
。
一

人
は
良
性
結
節
で
し
た
。

甲状腺がん あるいは

その疑いの住民

細胞診

対象者

（人）

男
（人）

女
（人）

手術

うち

乳頭

がん

平成２３年度対象 15 5 10 ＊11 9

平成２４年度対象 50 20 30 22 22

平成２５年度対象 10 3 7 1 1

合計 75 28 47 34 32

１
、
福
島
県
周
辺
（
茨
城
県
、
宮
城
県
も
）
海

域
の
魚
類
（
コ
ウ
ナ
ゴ
、
シ
ラ
ス
、
シ
ラ
ウ

オ
等
）
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
濃
度
を

調
べ
公
表
す
る
こ
と
。

２
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
体
内
残
留
性

（
体
内
半
減
期
一
八
年
）
と
危
険
性
（
骨
に

濃
縮
し
骨
が
ん
や
白
血
病
の
原
因
）
を
考

え
厳
し
い
濃
度
規
制
値
を
設
定
す
る
こ
と
。

３
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

か
ら
小
魚
、
中
大
魚
ま
で
食
物
連
鎖
に
よ
る

濃
縮
を
調
査
し
公
開
す
る
こ
と
。
以
上
を
行

う
ま
で
は
試
験
操
業
や
魚
の
流
通
を
さ
せ

な
い
こ
と
。

４
、
休
漁
中
の
漁
業
者
へ
の
補
償
を
十
分
に
行

う
こ
と
。

５
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
を
閉
じ
込
め
海
に

放
出
さ
せ
な
い
こ
と
。

ストロンチウム９０汚染魚の出現
◆シロメバル 福島県沖 (37°13′N 141°2′E)

採取日 平成２３年１２月２１日

ストロンチウム９０ 1.2 Bq/kg

セシウム１３４ 390 Bq/kg 同１３７ 580 Bq/kg
独「水産総合研究センター」http://www.jfa.maff.go.jp

◆これを「文部科学省・原子力施設周辺放射能データベ

ース」http://search.kankyo-hoshano.go.jp/top.jsp

から、『３．１１以前過去４０年の、全水産物６６６１サ

ンプルのストロンチウム９０濃度』と比較すると、スト

ロンチウム９０濃度の最高値は 0.87 Bq/kg なので、

その1.4 倍にあたる。


